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1．研究の目的 
  現在、障害者・高齢者などの交通弱者を取り巻く
交通移動環境は、バス・JR・地下鉄などの駅舎や
車両のバリアフリ－化が遅れ、未だ充分に利用でき

る状態にはなっていない。リフト付き車両を中心と

したドア・ツ－・ドアの移動サ－ビスの普及は、障

害者・高齢者などの社会参加の促進には必要不可欠

である。本研究は、広範な地域に点在する道内各市

町村において、リフト付き車両を中心としたドア・

ツ－・ドアの移動サ－ビス（リフト付き車両に限定

しない）がどのように実施されているかを調査・把

握し、より良い移動サ－ビスの普及について検討す

ることを目的とした。 

 

4．移送サ－ビスの実態 
(1)移送サ－ビスの実施状況（表－1）（図－1） 
  市町村単位で見てみると、サ－ビス実施 39.2％、
サ－ビス非実施 41.0％、無回答 19.8％であった。地
域別では、無回答を含め実施率が過半数(50.0％)を
超えている地区は、根室地区 60.0％、次いで上川地
区 54.2％、宗谷地区 50.0％であった。また、道内
212 市町村別に移送サ－ビス実施団体数を見てみ
ると、札幌市 10 団体、比布町 3 団体、千歳市・滝
川市・上士幌町 2 団体、他は 1団体以下であった。
実施あるいは非実施市町村の地理的分布の特徴は

特に見当たらない。 
 

2．移送サ－ビスとは 
  移送サ－ビスとは、「障害や高齢などにより、車
椅子や介助を必要とし、公共交通機関やタクシ－等

を利用することが困難な人の外出を支援する交通

サ－ビス」であり、主にリフト付き車両（ハンディ

キャブ）によるサ－ビスを想定する。 

3．実態調査内容 
  平成 11年 6 月、北海道全 212市町村の社会福祉
協議会を窓口に移送サ－ビス実施に関するアンケ

－ト調査を実施した。その結果、218の実施団体か
ら回答を得た。市町村単位では 170市町村（80.2％）
をカバ－している。主な調査項目は、以下の通りで

ある。  
(1)移送サ－ビスの実施状況 
(2)移送サ－ビスの内容について：①サ－ビス車両
(車名、台数、車椅子席数、スロ－プ or リフトの有
無)②利用者の条件(会員制の有無、利用回数制限、
利用目的)③運行条件(運行日、運行時間、申し込み
方法)④車両貸し出しサ－ビスを行っている場合の
運行条件(運行日、運行時間、申し込み方法)⑤利用
経費等について 
(3)各団体における今後の移送サ－ビスの実施方針
について 

図－2 高齢者比率別利用目的  
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表－1  移送サ－ビスの実施状況  

石狩 10 4 40.0% 6 60.0% 0 0.0%
渡島 17 6 35.3% 6 35.3% 5 29.4%
桧山 10 2 20.0% 4 40.0% 4 40.0%
後志 20 7 35.0% 8 40.0% 5 25.0%
空知 27 11 40.7% 14 51.9% 2 7.4%
上川 24 13 54.2% 4 16.7% 7 29.2%
留萌 9 1 11.1% 5 55.6% 3 33.3%
宗谷 10 5 50.0% 1 10.0% 4 40.0%
網走 26 11 42.3% 13 50.0% 2 7.7%
胆振 15 5 33.3% 7 46.7% 3 20.0%
日高 9 4 44.4% 4 44.4% 1 11.1%
十勝 20 8 40.0% 9 45.0% 3 15.0%
釧路 10 3 30.0% 5 50.0% 2 20.0%
根室 5 3 60.0% 1 20.0% 1 20.0%

地域名
該当

市町村数 非実施市町村数実施市町村数 無回答

移送サ－ビス

(2)移送サ－ビスの利用目的（図－2） 
  移送サ－ビスの利用目的では通院が最も高く
42.5％、次いで通所 18.5％、行事 15.0％、買い物
9.0％、レジャ－2.5％、通学 2.0％、その他 1.0％の
順であった。各市町村人口に占める高齢者(65 歳以
上)の比率別に見ても高齢者の比率が高いほど通院
の比率が高くなっていた。利用目的として通院･通

所で全体の 60.0％を占め、今後の高齢化を考えると
移送サ－ビスの需要が増えることは確実である。 

キ－ワ－ド：障害者・高齢者、車椅子、移送サ－ビス 
連絡先：〒090－8507 北海道北見市公園町 165 ／ Tel 0157－24－1010 

 

図－1 北海道全 212 市町村別移送サ－ビス実施状況  
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5．移送サ－ビスの問題点 
①道内全 212市町村のうち、何らかの移送サ－ビス
が実施されている市町村が 83 市町村、いずれも実
施されていない市町村が 87 市町村とほぼ二分する
結果であった。今後は、全市町村で実施する必要が

ある。 
②移送サ－ビスの利用目的について、通院・通所の

利用が多いが、もっと自由度を高めていく必要があ

る。 
③移送サ－ビス利用者の条件としては、自地域居住

者の地域内移送が大部分を占めていた。居住地で移

送サ－ビスが実施されていない障害者・高齢者は、

利用機会を得られない状況にあるとともに、他市町

村への移動は大きく制約されている。 
④移送サ－ビスを実施していない市町村(団体)の約
6割は、今後もサ－ビス実施の予定はないと回答し
ている。また、すでに移送サ－ビスを実施している

市町村(団体)においても、今後のサ－ビス内容充実
の予定に関して回答が二分しており、現状維持とす

る姿勢を示しているのが約半数であった。これらの

最大の理由は予算の確保が難しい点にある。今後

は、国政レベルでの予算措置が必要である。 

(3)移送サ－ビスの年間実績（表－2） 
  表－2は、移送サ－ビス実施団体の車両 1台当た
りの年間利用実績を示したものである。年間サ－ビ

ス回数は、1台当たり｢週 1回以上 2回未満｣が 31.8%
で最も多い。年間走行距離は 1台当たり｢1000km以
上 5000km未満｣が 39.2%で最も多い。また、年間利
用者数では｢100人未満｣が最も多い結果となってい
る。これらの結果から、移送サ－ビス全体では、現

在の利用頻度はそれほど高くはないと考えられる。

(5)公的資金援助  
 この調査項目の団体回答数は 100 団体であり、
｢有り｣が 62団体、｢無し｣が 38団体であった。公的
資金の援助を受けている団体においては、それぞれ

の市町村から出資してもらっているのがほとんど

であった。公的資金の援助を受けていない団体の多

くは、個人による負担、各社協団体による援助、共

同募金、道の補助事業等により運営されている。こ

れより、移送サ－ビスを行っている多くの団体は、

何らかの形で資金援助を受け、事業を行っていると

考えられる。 

(6)今後の方針の取りまとめ（表－4）（表－5） 
移送サ－ビスをこれまでに実施していない団体

における今後のサ－ビス実施予定に関して、予定有

りは 26.5%、予定無しは 62.2%であり、その多くが
現状維持の姿勢を示していた。移送サ－ビスをすで

に実施している団体における今後のサ－ビス内容

充実の予定に関しては、予定有り 41.1%、予定無し
47.4％と回答を二分している。また、移送サ－ビス
を現状維持とする理由の大半は、｢予算的にサ－ビ

スの拡充は困難｣(49.3％)を挙げている。これより、
移送サ－ビスを実施していない団体(市町村)にお
いては、移送サ－ビスに対する必要性の認識は薄

く、実施団体においては約半数がさらなる充実を検

討しているものの、その多くは予算的に困難として

いるものと考えられる。 

(4)運行地域（表－3） 
 運行地域については、該当地区のみが 60.0%で最
も多く、制限なし 9.6%、道内 2.6%、その他 27.8%
という結果であった。ほとんどの地域では、該当地

区のみの運行であるため、他市町村へ外出に移送サ

－ビスを利用したくても利用できていない人も多

いと考えられる。 

表－3 運行地域  

項目 分類 該当数 ％

制限なし 11 9.6%

該当地区のみ 69 60.0%

道内 3 2.6%

その他 32 27.8%

運行地域

表－5 実施団体の今後の予定  

項目 分類 該当数 ％

ある 48 57.7%
ない 55 26.9%
無回答 13 15.4%

移送サ－ビスの内容を充実 させる
予定の有無

表－4 非実施団体の今後の予定  

項目 分類 該当数 ％

ある 26 26.5%
ない 61 62.2%
無回答 11 11.2%

今後、移送サ－ビスを実施する
予定の有無
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表－2 年間利用実績  

分類 団体数 ％

毎日　　　　　　 　（年365回～） 18 20.5%

週3回以上　　  　（ 144～364） 23 26.1%

週1～2回 　　　　（   48～143） 28 31.8%

月1回以上　　  　（   12～ 47） 16 18.2%

月1回未満　　　  （   　 ～ 47） 3 3.4%

1万km以上 21 26.6%

5千～1万km 20 25.3%

1千～5千km 31 39.2%

1千km未満 7 8.9%

1000人以上 7 8.0%

500～1000人 10 11.4%

100～500人 32 36.4%

100人未満 39 44.3%

年間走行距離（km/台）

年間利用者数（人/台）

項目

年間サ－ビス回数（回/台）
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